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概要 

 

一般に、協力ゲームと非協力ゲームは、別のフレームワークで論じられてき

たが、事前交渉のプロセスを展開形ゲームとして定式化することにより、協力

結果を非協力ゲームの均衡点として表現することができる(Kalai 1981)。 

本論文では、弱支配合理性を持つ Nash 均衡点として、P2 均衡点を新しく導入

し、囚人のジレンマゲームに適用し、その有効性を示した。すなわち、P2 均衡

点の長所は、①必ず存在する、②均衡点を求める計算が簡単、③弱支配合理性

により、Nash 均衡の不適当な点のいくつかを除去できる、である。一方、短所

としては、必ずしも完全均衡点でないので、微小な変動に対する安定性に欠け

る場合がある。 

 


























































































































































































































































































